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検討資料  年度評価（平成２４～２８年度）の項目別評価一覧 
番号 中期計画 

評価
年度 
評価
区分 評   価   内   容 ５年間の主な成果又は課題 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための取組 

１ 教育に関する目標を達成するための取組 

＜入学者受入れに関する目標を達成するための取組＞ 

１ 
一般選抜・特別選抜方法の検

証及び改善 

Ｈ２５ 課題 学部志願者数２０００人確保が達成できなかった。 －－－ 

※学部志願者数において一時的な志願者数の増減があ

ったものの、学部収容定員（1,920人）を上回る年が多かっ

た。 

H24：2,176人、 H25：2,373人、 H26：1,854人、  

H27：2,923人、 H28：2,228 

Ｈ２６ 注目 学部志願者数が大幅に増加（対前年比増加数：全国１位） 

２ 
大学院の内部進学者及び社

会人・外国人留学生の確保 

Ｈ２５ 新規 国立水俣病総合研究センターとの連携大学院協定締結 成果 

・国立水俣病総合研究センターとの連携大学院にかかる

協定締結により、水銀研究留学生が毎年１～2名入学。 

・大学院授業科目早期履修制度の創設 

Ｈ２６ 新規 
外国人留学生学費免除制度及び水銀研究留学生奨学金制

度の導入により、留学生３名が入学した。 

Ｈ２７ 新規 大学院授業科目早期履修制度の創設 

Ｈ２８ 課題 大学院の学生数確保 （一部の研究科を除く。） 
課題 

   大学院の学生数確保 （一部の研究科を除く。） 

＜教育内容・方法に関する目標を達成するための取組＞ 

３ 
全学共通の教育プログラムの

開発 

Ｈ２４ 新規 全学共通科目構想プロジェクトを立上げ 成果 

・全学共通教育「もやいすと育成システム」の構築による

地域での実践的・総合的な教育の充実 

・震災復興をテーマにした「もやいすと育成プログラム」を

実施 

Ｈ２６ 独自 
「地域理解とリーダーシップ」分野を新設し、全学共通教育の

新カリキュラムを作成 

Ｈ２７ 着実 もやいすと育成システムの構築 

Ｈ２８ 顕著 

「もやいすと育成プログラム」全体を震災復興をテーマとした

ものに組み換えて実施。また、全１年生５００名超がボランテ

ィアを経験。 

４ 教養教育の充実 

Ｈ２４ 新規 全学共通科目構想プロジェクトを立上げ  

※３番と同じ 
Ｈ２６ 独自 

「地域理解とリーダーシップ」分野を新設し、全学共通教育の

新カリキュラムを作成 

５ 
地域の諸課題を題材とした特

長のある専門教育 

Ｈ２７ 独自 地域の諸課題を題材とした特長のある取組の継続的な実施 成果 

地域の諸課題を題材とした特長のある取組の継続的実

施 （ＫＵＭＡＪＥＣＴにかかる取組を含む。） 
Ｈ２８ 注目 リサーチプロジェクト「ＫＵＭＡＪＥＣＴ」の１０年にわたる取組 

６ 語学能力の育成 

Ｈ２５ 注目 
英語合宿「熊本県立大学Ｅｎｇｌｉｓｈコレジオin天草2013」の試

行実施 

成果 

英語合宿（集中講義）の実施 

Ｈ２７ 着実 
英語合宿の充実（選択外国語科目「Intensive Ｅｎｇｌｉｓｈ」の開

講） 

７ 
九州で優位な「食健康と食育

に係る人材養成拠点」の形成 

Ｈ２４ 独自 
「食・健康に関するプロジェクト推進委員会」の設置、「熊本県

立大学の食育・健康ビジョン」の作成 

成果 

食育推進プロジェクト等の食育・健康に関する取組の推

進 

 

Ｈ２５ 着実 食健康等に関するプロジェクトの推進 

Ｈ２７ 顕著 食育推進プロジェクトの１０年にわたる取組 

Ｈ２８ 顕著 
農林水産省主催の第１回食育活動表彰（教育関係者・事業

者部門）において、「農林水産大臣賞」を受賞 

Ｈ２８ 着実 学生向け食育活動や「くまもと食育ガイドブック」の制作 

８ 

・ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘｼｰの明確化 
 
・ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ、ｶﾘｷｭﾗﾑ･

ﾎﾟﾘｼｰ、ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰを踏ま

えた教育課程の編成 

Ｈ２４ 着実 カリキュラム・ポリシーの素案作成 成果 

総合管理学部の新カリキュラムをH29年度から施行 

 

※３つのポリシーの策定は１７番と同じ 

Ｈ２５ 課題 
総合管理学部の改組が再検討となり、同学部の教育課程の

再編も再考となった。 

Ｈ２７ 独自 総合管理学部の新たなカリキュラム及び学部理念等の決定 

Ｈ２８ 着実 高大接続の実現に向けた新たな３つのポリシーを策定・公表 

９ 
学士課程と博士前期課程の

一貫教育の導入 

※学士課程と博士前期課程の一貫教育について検討し、学部生と大学院生の交流や、学部生が博士前期課程の講義を聴講する等の取

組を実施。（評価なし） 

１０ 大学院教育の学位の質保証 ※複数教員指導体制等による教育研究指導等を実施。（評価なし） 

１１ 
大学院教育の教育課程の検

討 
Ｈ２６ 新規 大学院環境共生学研究科に家庭科の専修免許課程を設置 

成果 

大学院環境共生学研究科に家庭科の専修免許課程を設

置 

１２ 
授業の双方向性を高めるため

の教育方法の改善 

Ｈ２４ 新規 ＳＡ制度の導入準備 成果 

ＳＡ制度の活用（授業の双方性を伸ばす学修プログラム

の展開） 
Ｈ２６ 着実 ＳＡ制度の活用 

１３ 
管理栄養士国家試験対策 

（合格率90%以上達成） 

Ｈ２４ 課題 管理栄養士の合格率低下 成果 

管理栄養士国家試験合格率の上昇 

 

※H24：71.4%、 H25：100%、 H26：97.4%、 H27：82.9%、 H28：

Ｈ２５ 顕著 管理栄養士国家試験の合格率１００％ 

Ｈ２６ 着実 管理栄養士国家試験の合格率97.4%（目標達成） 

Ｈ２７ 課題 管理栄養士国家試験の合格率90%未達成 

資料２－４ 
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番号 中期計画 
評価
年度 
評価
区分 評   価   内   容 ５年間の主な成果又は課題 

Ｈ２８ 顕著 第３０回管理栄養士国家試験の合格率１００％達成 100% 

１４ 

・キャリアデザイン教育の展開 

・学生GP制度の定着と実質

化に向けた取組 

Ｈ２４ 着実 
学生ＧＰ制度*、キャリア教育への取組 

＊地域企業等から募集した研究テーマを学生
が卒業研究として行う独自の取組 

成果 

学生ＧＰ制度の定着と実質化 

キャリア教育への取組 

１５ 
学生の資格取得に必要な支

援 

Ｈ２４ 新規 就職支援の充実による就職等決定率の上昇 成果 

就職支援の充実による就職率の上昇 

 

Ｈ２５ 着実 就職率93%（過去5年間の最高値） 

Ｈ２６ 着実 教育や公務員、民間等の各分野への就職者数増加 

Ｈ２７ 着実 就職率94.2%（過去5年間の最高値） 

Ｈ２８ 着実 就職率96.6％（男女共学化以降の最高値更新） 

＜教員の能力に関する目標を達成するための取組＞ 

１６ 
教育能力の開発及びＦＤの取

組の推進 

Ｈ２４ 着実 教員の博士号取得に向けた取組 成果 

ＦＤ研修の充実 Ｈ２５ 着実 全学ＦＤ研修への取組 

Ｈ２６ 着実 ＦＤ研修の充実 

１７ 
教育活動についての適切な評

価・改善 

Ｈ２４ 課題 教育改善のためのアンケートの見直しが一部未着手 

成果 

高大接続の実現に向けた新たな３つのポリシーを策定・

公表 

※H24課題の教育改善のためのアンケート（新入生、新2

年生、４年生に対するアンケート）は、H25年度に見直しを

行った。 

Ｈ２８ 着実 高大接続の実現に向けた新たな３つのポリシーを策定・公表 

＜教育の実施体制等に関する目標を達成するための取組＞ 

１８ 
学部・学科の改組及び収容定

員の検討 

Ｈ２４ 着実 総合管理学部のコースの改編に向けた検討開始  

※８番と同じ 
Ｈ２５ 課題 

総合管理学部の改組が再検討となり、同学部の教育課程の

再編も再考となった。 

Ｈ２７ 独自 総合管理学部の新たなカリキュラム及び学部理念等の決定 

１９ 
大学院教育における複数教員

による研究指導の拡充 
※複数教員指導体制等による教育研究指導等を実施。（評価なし） 

２０ 
成績評価基準の精緻化への

取組 
Ｈ２４ 着実 成績評価基準の明確化及び学位の質保証への取組 

成果 

成績評価基準の明確化及び学位の質保証への取組 

 ※H24成績評価基準の明確化、H25以降、毎年実施・検

証 

２１ 
修得すべき知識・能力に係る

評価の客観性の向上 

Ｈ２４ 着実 成績評価基準の明確化及び学位の質保証への取組 成果 

博士号候補生制度の導入 Ｈ２７ 新規 博士号候補生制度の創設 

２２ 

・英語教育に向けた取組 

・英語英米文学科の英語運用

能力の向上 

Ｈ２４ 課題 英語教育における修得すべき英語能力の明確化 成果 

英語教育の新カリキュラム及び英語運用能力育成プログ

ラムの導入 

 

※Ｈ２４課題の英語能力の明確化は、H25 に対応済み。 

Ｈ２４ 課題 
英語英米文学科の英語運用能力育成プログラム構築に向

けた取組 

Ｈ２６ 着実 
英語教育の新カリキュラム作成及び英語運用能力育成プロ

グラムの実施 

２３ 
キャップ制の導入 

 

※履修科目登録単位数上限の設

定制度 

Ｈ２４ 新規 キャップ制の導入 
課題  キャップ制の未導入（一部の学部・学科を除く。） 

文学部は4年次を除きキャップ制を導入したが、環境共生

学部及び総合管理学部は導入困難として単位の実質化の

実現のためにチューター制等の取組を実施していた。H28

年度受審の認証評価で一部の学部・学年でキャップ制が未

導入であると指摘された。 

Ｈ２８ 課題 キャップ制の未導入（一部の学部・学科を除く。） 

２４ 学習指導体制の充実 Ｈ２８ 顕著 
「もやいすと育成プログラム」に「スーパーレベル」を位置付

け 

成果 

 「もやいすと育成プログラム」の充実 

２ 研究に関する目標を達成するための取組 

＜目指すべき研究の方向に関する目標を達成するための取組＞ 

２５ 

人文科学・自然科学・社会科

学の３分野の基礎研究及び分

野間連携研究の推進 

Ｈ２４ 顕著 
「有明海・不知火海流域圏における環境共生型産業に関す

る研究」への取組 

成果 

 ・「有明海・不知火海流域圏における環境共生型産業に関

する研究」の着実な成果 

 ・長崎大学、福岡工業大学との間で環境分野における包

括的連携協力に関する協定を締結 

 ・福岡女子大学と日本語日本文学分野における学術連携

協力協定を締結 

Ｈ２５ 着実 
「森林計画学賞」受賞（「有明海・不知火海流域圏における環

境共生型産業に関する研究」プロジェクトの一環） 

Ｈ２６ 着実 
「有明海・不知火海流域圏における環境共生型産業に関す

る研究」の成果発表 

Ｈ２７ 着実 
長崎大学、福岡工業大学との間で環境分野における包括的

連携協力に関する協定書にかかる取組 

Ｈ２７ 着実 
「有明海・不知火海流域圏における環境共生型産業に関す

る研究」の着実な成果 

Ｈ２８ 独自 
福岡女子大学と日本語日本文学分野における学術連携協

力協定を締結 
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番号 中期計画 
評価
年度 
評価
区分 評   価   内   容 ５年間の主な成果又は課題 

２６ 
科学研究費補助金への応募

の義務化 

Ｈ２４ 着実 科学研究費補助への応募率向上 成果 

 科学研究費補助金への教員の応募率１００％達成（４年連

続） 

 

 

Ｈ２５ 着実 科学研究費補助金への教員の応募率１００％達成 

Ｈ２６ 顕著 
科学研究費補助金への教員の応募率１００％達成（2年連

続） 

Ｈ２７ 顕著 
科学研究費補助金への教員の応募率１００％達成（３年連

続） 

Ｈ２８ 顕著 
科学研究費補助金への教員の応募率１００％達成（４年連

続） 

２７ 
地域に貢献する研究活動の

推進 
Ｈ２６ 着実 地元や民間企業と連携した防災減災イベントの実施 

成果 

 地元や民間企業と連携した防災減災イベントの実施 

 

２８ 

「有明海・不知火海流域圏に

おける環境共生型産業に関す

る研究」の重点的推進 

Ｈ２４ 顕著 
「有明海・不知火海流域圏における環境共生型産業に関す

る研究」への取組 

 

※２５番と同じ 

 
Ｈ２５ 顕著 

「有明海・不知火海流域圏における環境共生型産業に関す

る研究」の取組による外部資金の獲得 

Ｈ２６ 着実 
「有明海・不知火海流域圏における環境共生型産業に関す

る研究」の成果発表 

Ｈ２７ 着実 
「有明海・不知火海流域圏における環境共生型産業に関す

る研究」の着実な成果 

＜目指すべき研究の水準に関する目標を達成するための取組＞ 

２９ 
国内外で高く評価される研究

水準の確保・維持 

Ｈ２４ 顕著 
「有明海・不知火海流域圏における環境共生型産業に関す

る研究」への取組 

成果 

 ・外部研究資金の獲得件数等の増加 

 ・基礎自治体との共創的研究の推進 

 ・地域防災に関する合同合宿の実施 

 ・熊本地震からの「創造的復興」に寄与するためＣＰＤ講座

を開講 

Ｈ２５ 着実 外部資金の獲得件数、獲得金額の増加 

Ｈ２６ 着実 外部資金獲得件数の順調な増加（過去５年間で最高） 

Ｈ２６ 着実 「基礎自治体との共創的研究」の推進 

Ｈ２７ 注目 地域防災に関する合同合宿の実施 

Ｈ２８ 顕著 
熊本地震からの「創造的復興」に寄与するためＣＰＤ講座を

開講 

＜研究の推進に関する目標を達成するための取組＞ 

３０ 
研究水準向上のための教育

研究活動の点検、評価の改善 
※各教員が個人評価制度等による自己点検・評価を集計し、それを教員にフィードバックし、研究活動の促進を図った。（評価なし） 

３１ 
優れた研究推進のための組

織的な研究支援の促進 

Ｈ２４ 着実 「地域連携・研究推進センター」の体制整備 成果 

 教育研究・地域貢献を推進するための体制整備 

（地域連携・研究推進センター、ＣＯＣ推進室） 
Ｈ２５ 着実 

研究成果の公表、情報発信のための取組（ホームページの

見直し、研究者ガイドの作成） 

Ｈ２６ 顕著 

平成２６年度文部科学省補助金事業「地（知）の拠点整備事

業（大学ＣＯＣ事業）」に採択された。また、当該事業推進の

ための体制を整えた。 

３２ 学術情報検索機能の拡充 Ｈ２６ 新規 学術機関リポジトリの整備 
成果 

 学術機関リポジトリの整備 

３ 地域貢献に関する目標を達成するための取組 

３３ 

 

 

 

 

 

包括協定団体等との連携、組

織的な推進体制の構築 

Ｈ２４ 着実 
「包括協定市町村連絡協議会」設置による地域貢献活動の

充実 

成果 

 ・市町村との包括協定による地域貢献活動の推進 

 ・文部科学省補助金事業の「地（知）の拠点整備事業（大

学ＣＯＣ事業）」及び「地（知）の拠点大学による地方創生

推進事業（ＣＯＣ＋
ﾌﾟﾗｽ

事業）」の推進 

 ・地震からの復興に寄与するテーマにかかる研究の実施 

 ・「地域活力創生センター」の開設 

 ・復旧・復興に向けた大学の役割についてシンポジウム開

催 

Ｈ２５ 着実 
１市１町１村との包括協定の締結による地域貢献活動の推

進 

Ｈ２６ 顕著 

平成２６年度文部科学省補助金事業「地（知）の拠点整備事

業（大学ＣＯＣ事業）」に採択された。また、当該事業推進の

ための体制を整えた。 

Ｈ２７ 着実 
文部科学省補助金事業「地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ

事業）」の推進 

Ｈ２７ 新規 
文部科学省補助金事業「地（知）の拠点大学による地方創生

推進事業（ＣＯＣ＋
ﾌﾟﾗｽ

事業）」への参画（平成２７年度採択） 

Ｈ２８ 顕著 
地域志向教育研究事業で、熊本地震からの復興に寄与する

研究テーマを重点的に取り上げ研究を実施 

Ｈ２８ 新規 「地域活力創生センター」を学内に開設、ＣＯＣ＋事業を牽引 

Ｈ２８ 注目 
復旧・復興に向けた大学の役割についてシンポジウムを開

催 
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番号 中期計画 
評価
年度 
評価
区分 評   価   内   容 ５年間の主な成果又は課題 

３４ 
地域産業の振興に資する研

究活動の実施 

Ｈ２４ 課題 共同研究に関する次年度以降の取組の計画が未着手 成果 

・研究成果の公表、情報発信のための取組 

・くまもと県南フードバレー構想への参画 

・包括協定団体やＣＯＣ連携自治体と連携した研究の継

続的な実施 

 

※H24課題の共同研究に関する次年度以降の取組の計画

はＨ２５に実施済み 

Ｈ２５ 着実 
研究成果の公表、情報発信のための取組（ホームページの

見直し、研究者ガイドの作成） 

Ｈ２６ 注目 くまもと県南フードバレー構想への積極的な参画 

Ｈ２７ 着実 くまもと県南フードバレー構想への継続的な参画 

Ｈ２８ 着実 
包括協定団体やＣＯＣ連携自治体と連携した研究の継続的

な実施 

３５ 

各種公開講座、生涯学習プロ

グラム、ＣＰＤプログラムの実

施 

Ｈ２４ 着実 
ＣＰＤセンターの活動の充実、推進（農業アカデミーの開設

等） 

成果 

  各種公開講座、ＣＰＤプログラム、くまもと農業アカデミー

等の推進 Ｈ２５ 着実 社会的課題（防災）に関する公開講座等の開催 

Ｈ２６ 着実 看護職員のスキルアップのための講座の開催 

Ｈ２７ 顕著 
各種公開講座、ＣＰＤプログラム、くまもと農業アカデミー等

の継続的な実施 

Ｈ２８ 着実 
震災に関連した講座を新設し、地域ニーズに対応した教育

の提供 

４ 国際化に関する目標を達成するための取組 

３６ 

・協定校への研修・留学の促

進 

・研修生・留学生の受入施設

の整備 

Ｈ２５ 独自 熊本県立大学水銀研究留学生奨学金制度の導入決定 成果 

 ・水銀研究留学生奨学金制度の導入による水銀研究留学

生の受入 

 ・短期派遣留学生支援奨学金制度、外国人留学生学費免

除制度の創設 

・チャタム大学と学術交流協定の締結 

 ・トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ採用（２名） 

Ｈ２６ 新規 短期派遣留学生支援奨学金制度の創設 

Ｈ２６ 新規 
外国人留学生学費免除制度及び水銀研究留学生奨学金制

度の導入により、留学生３名が入学した。 

Ｈ２７ 着実 水銀研究留学生の継続的な受け入れ 

Ｈ２８ 新規 
チャタム大学と学術交流協定の締結、「トビタテ！留学ＪＡＰ

ＡＮ」採用 

３７ 

教育の国際化及び研究者交

流の推進 

 

Ｈ２４ 着実 
タイ・カセサート大学との学術協定締結による国際共同教育

への取組 

成果 

 ・タイ・カセサート大学との共同研究等の実施 

 ・著名な研究者を集めた国際シンポジウムの開催 Ｈ２７ 注目 世界的に著名な研究者が出席した国際シンポジウムの開催 

Ｈ２８ 注目 
外交・国際関係の第一人者を招いた国際関係シンポジウム

の３年連続開催 

３８ 
教員の海外研修・留学の機会

の拡充 

Ｈ２４ 着実 サバティカル制度導入準備 成果 

 ・教員の長期研修制度の充実 Ｈ２７ 着実 教員の長期研修制度の充実 

５ 学生生活支援に関する目標を達成するための取組 

３９ 
学生の課外活動及びボランテ

ィア活動の支援 

Ｈ２４ 注目 九州北部豪雨の被災地でのボランティア活動 成果 

 ・課外活動及びボランティア活動に関する指針策定 

 ・ボランティアステーションの立ち上げ 

Ｈ２５ 着実 課外活動及びボランティア活動に関する指針策定 

Ｈ２８ 顕著 「ボランティアステーション」を立ち上げ、学生を支援 

４０ 学生への経済的支援の改善 

Ｈ２６ 着実 奨学金制度及び授業料減免制度の見直し 成果 

 学生に対する経済的支援の充実 Ｈ２７ 着実 授業料減免制度の見直しによる学生の経済的支援の充実 

Ｈ２８ 顕著 
通常授業料減免率の引き上げと被災した学生の授業料等の

減免を実施 

４１ 
心身に障がいのある学生へ

のサポートの実施 
Ｈ２７ 新規 

心身に障がいのある学生への修学支援に関する全学的な

指針及び障害者差別解消法に基づく教職員対応要領の整

備 

成果 

  障がいのある学生の修学支援等にかかる規程の整備 

４２ 
保健センター・学生相談室及

び人的支援体制の充実 
Ｈ２４ 着実 学生サポートのための保健体制の充実 

成果 

  学生サポートのための保健体制の充実 

４３ 
学生指導に必要な情報や管

理体制の具体化 
Ｈ２６ 着実 「障がい・疾病のある学生への修学支援要領」の運用 

成果 

※４１番と同じ 

４４ 
就職支援を見据えた諸活動の

推進 

Ｈ２４ 新規 就職支援の充実による就職等決定率の上昇 成果 

※１５番と同じ 

 

Ｈ２５ 着実 就職率93%（過去5年間の最高値） 

Ｈ２６ 着実 就職率94.1%（過去5年間の最高値） 

Ｈ２７ 着実 就職率94.2%（過去5年間の最高値） 

Ｈ２８ 着実 就職率96.6%（男女共学化以降の最高値更新）  

Ⅱ 業務運営の改善・効率化に関する目標を達成するための取組                              Ｈ２４～Ｈ２８（全年度） １ 年度計画を順調に実施している。 

１ 大学運営の改善に関する目標を達成するための取組 

４５ 大学の運営状況の検証 
Ｈ２４ 注目 

五百旗頭氏の理事長就任による効果（各方面から注目され

た） 

成果 

熊本県立大学防災・減災ビジョンの策定 

 Ｈ２５ 独自 防災・減災ビジョンの策定 

４６ 
文書等の管理・保存の適切な

実施 
Ｈ２８ 着実 熊本女子大学時代を中心とする歴史資料等の収集 

成果 

 熊本女子大学時代を中心とする歴史資料等の収集 
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番号 中期計画 
評価
年度 
評価
区分 評   価   内   容 ５年間の主な成果又は課題 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための取組 

４７ 
効率的・効果的な組織体制の

構築 

Ｈ２４ 着実 「地域連携・研究推進センター」の体制整備 成果 

  全学共通教育推進体制の整備 

  ※その他は８番、３１番と同じ 
Ｈ２５ 着実 

全学共通教育推進体制の整備（全学教育推進センターの設

置決定） 

Ｈ２７ 独自 総合管理学部の新たなカリキュラム及び学部理念等の決定 

３ 人事の適正化に関する目標を達成するための取組 

４８ ＳＤ研修の充実 Ｈ２７ 着実 ＳＤ研修の充実 
成果 

  ＳＤ研修の充実 

４９ 
准教授・講師の任期付き雇用

制度の導入 

Ｈ２４ 着実 教員の採用制度見直しによる優れた人材確保への取組 成果 

  教員の採用・任期にかかる規則の整備 Ｈ２６ 着実 教育職員の任期に関する規則の改正等 

５０ 
法人独自の事務職員の計画

的な採用 
Ｈ２４ 着実 

法人独自の事務職員採用応募資格見直しによる採用人材

の拡充 

成果 

  事務職員採用応募資格見直しによる採用人材の拡充 

５１ 
「枠取り」方式に基づく教員の

採用 
※教員の定数、年齢・職位の構成のバランス等に配慮し、枠取り方式に基づく人事を進めた。（評価なし） 

４ 事務の効率化・合理化に関する目標を達成するための取組 

５２ 業務改善の推進 

Ｈ２４ 新規 学内の業務改善への取組 成果 

 各種システム整備及び複合機一括調達によるコスト削減

等 
Ｈ２６ 着実 各種システム整備及び複合機一括調達によるコスト削減等 

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための取組 Ｈ２４～Ｈ２８（全年度） １ 年度計画を順調に実施している。 

１ 自己収入の増加に関する目標を達成するための取組 

５３ 学生納付金の適切な設定 ※国立大学等の授業料等設定額の見直しの動き等の情報を収集し、検討を行った。（評価なし） 

５４ 授業料納期の２期制への移行 Ｈ２８ 着実 
授業料納期の２期制移行初年度も分割納付制度の周知等

により全額納付 

成果 

  分割納付制度の周知等により H２８年度は全額納付 

５５ 外部資金の確保 

Ｈ２４ 顕著 
「減災型地域社会リーダー養成プログラム」への取組による

全学的な教育改革の推進 

成果 

  全学的な教育改革の推進 

  ※文部科学省補助金事業「減災型地域社会リーダー養

成プログラム」の実施 

 

 ※その他は２６番、２９番、３３番と同じ 

Ｈ２５ 着実 外部資金の獲得件数、獲得金額の増加 

Ｈ２６ 顕著 

平成２６年度文部科学省補助金事業「地（知）の拠点整備事

業（大学ＣＯＣ事業）」に採択された。また、当該事業推進の

ための体制を整えた。 

Ｈ２８ 顕著 
科学研究費補助金への教員の応募率１００％達成（４年連

続） 

５６ 
熊本県立大学未来基金の効

果的な活用 
Ｈ２６ 新規 短期派遣留学生支援奨学金制度の創設 

 ※３６番と同じ 

２ 経費の抑制に関する目標を達成するための取組 

５７ 
エコ・アクションプランの策定

及び経費抑制の取組の実施 

Ｈ２５ 着実 
ＬＥＤ照明への移行及び「太陽光発電及び蓄電に関する補

助事業採択」等、環境負荷軽減に関する取組 

成果 

・ＬＥＤ照明への移行、太陽光発電システム及び電力確保

のための蓄電池の整備による地域防災拠点としての設

備充実 

 ・エコ・アクションプランに基づく経費削減 

Ｈ２６ 注目 地域防災拠点としての設備充実 

Ｈ２８ 着実 平成２８年度エコ・アクションプランに基づき経費削減を実施 

—財務諸表に関する評価 

－ 
 

Ｈ２７ 課題 
平成２７事業年度決算において、約４千万円の損失が生じ

た。 

※平成２８事業年度決算では、法人の財務の状況は改善

し、約１億円の利益が生じた。 

Ⅳ 自己点検・評価及び情報提供に関する目標を達成するための取組  Ｈ２４～Ｈ２８（全年度） １ 年度計画を順調に実施している。 

１ 評価の充実に関する目標を達成するための取組 

５８ 
自己点検・評価の実施及び認

証評価の受審 
※毎年度、自己点検・評価を実施し、H28年度に認証評価を受審した。（評価なし） 

２ 情報公開、情報発信等の推進に関する目標を達成するための取組 

５９ 
教育研究活動のデータベース

の再整備及び効果的は発信 

Ｈ２５ 着実 
研究成果の公表、情報発信のための取組（ホームページの

見直し、研究者ガイドの作成） 

－－－ 

 ※研究者ガイドは１年おきに作成。 

 ※Ｈ２６課題の教育研究活動システムについてはＨ２８に

整備した。  
Ｈ２６ 課題 教育研究活動システム導入の再検討 

６０ 
ホームページの研究者情報

等の外国語版の充実 
Ｈ２４ 課題 研究者情報の外国語版への取組未着手 

－－－ 

 ※Ｈ２４課題の外国語版についてはＨ２５に整備済み 

Ⅴ その他の業務運営に関する目標を達成するための取組  Ｈ２４～Ｈ２８（全年度） １ 年度計画を順調に実施している。 

１ 施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための取組 

６１ 
施設設備の計画的な整備と維

持管理の実施 

Ｈ２５ 着実 
ＬＥＤ照明への移行及び「太陽光発電及び蓄電に関する補

助事業採択」等、環境負荷軽減に関する取組 

成果 

 建物の耐震性強化及び障がい者に配慮した施設整備の

実施 

 ※他は５７番と同じ 
Ｈ２７ 着実 

法改正に伴う建物の耐震性強化及び障がい者に配慮した施

設整備 
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番号 中期計画 
評価
年度 
評価
区分 評   価   内   容 ５年間の主な成果又は課題 

２ 安全管理に関する目標を達成するための取組 

６２ 
大地震の発生等不測の事態

に備えた取組の実施 

Ｈ２５ 着実 熊本市との「避難所施設利用に関する協定書」の締結 成果 

・熊本市との「避難所施設利用に関する協定書」の締結 

・１，４００人の避難者の受入れと不測の事態に備えた訓 

  練 

※５７番、６１番に同じ 

Ｈ２６ 注目 地域防災拠点としての設備充実 

Ｈ２７ 着実 
法改正に伴う建物の耐震性強化及び障がい者に配慮した施

設整備 

Ｈ２８ 顕著 １，４００人の避難者の受入れと不測の事態に備えた訓練 

６３ 
個人情報保護にかかる学内

啓発の徹底 

Ｈ２５ 課題 情報セキュリティポリシー等の見直しが先送りとなった。 －－－ 

 ※課題の情報セキュリティポリシーは、Ｈ２７に見直し済み Ｈ２６ 課題 情報セキュリティポリシーの早期策定及びその確実な運用 

６４ 

教職員の健康相談体制の充

実、健康管理に関する意識啓

発の推進 

Ｈ２４ 着実 教職員の健康管理に配慮した取組 成果 

 教職員の健康管理に配慮した取組（健康サポート体制充

実のため、非常勤カウンセラーをH25から１名増員） 

 ※課題のストレスチェック制度は、H28年度に整備済 
Ｈ２７ 課題 改正労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度の未整備 

３ 人権に関する目標を達成するための取組 

６５ 
ハラスメント等の相談体制の

充実 

Ｈ２６ 新規 ハラスメントに関する外部相談員制度の運用開始 成果 

 ハラスメントに関する外部相談員制度の運用（H26年度

～） 

 ※他は４１番と同じ 

Ｈ２７ 新規 

心身に障がいのある学生への修学支援に関する全学的な

指針及び障害者差別解消法に基づく教職員対応要領の整

備 

 


